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富山県放課後子ども総合プラン推進事業の概要について

地域住民等との交流の場 専任指導員との活動の場

　　 　 　　  「家庭や地域と連携可能な活動」　　　　開催日数　　　　「専任指導員との放課後の活動」

平成１６～１８年度実施 国１０/１０委託事業

子どもかがやき教室推進事業（県事業名）

スポーツや文化活動等の様々な活動
（H16:93教室、H17:123教室、H18:153教室）

平成9年法制化、平成10年4月施行
富山市を除く市町村；国・県・市町村１／３負担

(富山市： 国１／３、富山市２／３負担）
昼間保護者がいない児童への遊びや生活の場の提供

（H16:156箇所、H17:159箇所、H18:163箇所）

放課後児童健全育成事業
（児童福祉法第21条の９）

国・県・市町村１／３負担

地域と学校の連携・協働体制構築事業
（国事業名）

放課後児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

放課後子どもプラン（H19～）
総合的な放課後対策（実施主体：市町村）

学びの場 生活の場

・「運営委員会」の設置
・「コーディネーター」の配置

・活動の連携促進

H１９年度 １４１教室（富山市４４）：計１８５教室
２０年度 １５５教室（富山市４３）：計１９８教室
２１年度 １５５教室（富山市４１）：計１９６教室
２２年度 １５５教室（富山市４５）：計１９５教室
２３年度 １５３教室（富山市４１）：計１９４教室
２４年度 １５０教室（富山市３９）：計１８９教室
２５年度 １５０教室（富山市４０）：計１９０教室
２６年度 １２０教室（富山市４２）：計１６２教室
２７年度 １２０教室（富山市４５）：計１６５教室
２８年度 １０３教室（富山市４６）：計１４９教室
２９年度 １１０教室（富山市４５）：計１５５教室
３０年度 １１１教室（富山市４４）：計１５５教室

R 元年度 １１６教室（富山市４３）：計１５９教室
２年度 １０６教室（富山市４４）：計１５０教室（22教室中止）
３年度 １０４教室（富山市４４）：計１４８教室（12教室中止）
４年度 ９０教室（富山市４２）：計１３２教室（３教室中止）
５年度 ９４教室（富山市４０）：計１３４教室
６年度 ９６教室（富山市４１）：計１３７教室

７年度 ９２教室（富山市３９）：計１３１教室

H１９年度 １０４箇所（富山市 ６８）：計１７２箇所
２０年度 １０８箇所（富山市 ７０）：計１７８箇所
２１年度 １１７箇所（富山市 ７０）：計１８７箇所
２２年度 １２７箇所（富山市 ７５）：計２０２箇所
２３年度 １３０箇所（富山市 ７９）：計２０９箇所
２４年度 １３０箇所（富山市 ８１）：計２１１箇所
２５年度 １３７箇所（富山市 ８２）：計２１９箇所
２６年度 １３９箇所（富山市 ８４）：計２２３箇所
２７年度 １４９箇所（富山市 ９０）：計２３９箇所
２８年度 １５５箇所（富山市 ９８）：計２５３箇所
２９年度 １６１箇所（富山市１０１）：計２６２箇所
３０年度 １６３箇所（富山市１０９）：計２７２箇所

R 元年度 １６６箇所（富山市１１４）：計２８０箇所
２年度 １６９箇所（富山市１１７）：計２８６箇所
３年度 １７２箇所（富山市１２１）：計２９３箇所
４年度 １７３箇所（富山市１２６）：計２９９箇所
５年度 １７５箇所（富山市１３０）：計３０５箇所
６年度 １７７箇所（富山市１３２）：計３０９箇所

７年度 １８２箇所（富山市１３５）：計３１７箇所

・学習や様々な体験・交流活動等

・希望するすべての子ども
・年間２００日以下（定期的・継続的）

・一日４時間以内（休業日等で特に必要な
場合には８時間以内）

・学校の余裕教室、公民館等

・適切な遊びや生活の場

・昼間保護者がいない子ども（小学生）
・年間２５０日以上（授業日、長期休業日等）
・１支援単位の児童数おおむね40人以下
・一日３時間以上（休業日等は８時間以上）

・学校の余裕教室、児童館等

放課後子供教室と放課後児童クラブとの連携形態（文部科学省）
【連携型】放課後子供教室及び放課後児童クラブが連携して、共働き家庭等の児童を含めた全ての児童が放課後子供教室の活動プログラムに参加
し、交流できるもの。
【校内交流型】連携型のうち、同一小学校内等で放課後子供教室及び放課後児童クラブを実施しているもの。（新プランにおいて推進されてきた「一
体型」は、令和６年度より「校内交流型」と呼ぶこととなった）
【その他】放課後児童クラブと放課後子供教室が現状では、連携して実施されていないもの。
【クラブ未実施型】放課後児童クラブが放課後子ども教室の活動対象となる小学校区において実施されていないもの。

一体的あるいは
連携して実施

放課後子ども教室 放課後児童クラブ

指導者研修会の開催推進委員会の設置

行政関係者、学校関係者、社会教育関係者、
福祉関係者、学識経験者等で構成

コーディネーターや学習活動推進員、学習活動サ
ポーター、放課後児童支援員等を対象

合同

県事業

生活の場遊びの場交流の場体験の場学びの場

地域と学校の連携・協働体制構築事業

放課後子ども教室
（社会教育法第５条13）

富山市を除く市町村；国・県・市町村１／３負担
(富山市；国１／３、富山市２／３負担）

市町村事業

新・放課後子ども総合プラン（Ｒ１～）
一体型を中心とした放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画的な整備（実施主体：市町村）

放課後子ども総合プラン（H27～）
全ての児童の安全・安心な居場所づくり（実施主体：市町村）

放課後児童対策パッケージ（Ｒ５～Ｒ６）
放課後児童対策の一層の強化を図る（実施主体：市町村）

放課後児童対策パッケージ２０２５（Ｒ７）
放課後児童対策の一層の強化を図る（実施主体：市町村）
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令和７年度 地域と学校の連携・協働体制構築事業 

     

１ 事業の趣旨（事業は、国「地域と学校の連携・協働体制構築事業費補助金」を活用） 

放課後や土曜日等において、学校の余裕教室等を活用して幅広い地域の方々の参画

により学習支援や様々な体験・交流活動を実施する。また、コミュニティ・スクール

の導入・充実に向けた取組みを支援する。 

 

２ 事業費（中核市の富山市を除く） 

50,917 千円 

 

３ 事業の内容 

⑴ 市町村事業（運営委員会を設置して推進) 

  ①学習支援活動及び体験活動（放課後子ども教室・土曜教室・中学校放課後学習支援教室） 

＜対象＞希望する全ての子供 ＜開設日＞平日の放課後、土曜日等 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

・地域学校協働活動推進員、地域コーディネーター：学校や行政、教室関係者と総合的な調整を担う者 

・協働活動リーダー：活動プログラムを中心的に実施する者 

・協働活動サポーター：活動プログラムの実施のサポートや子供たちの安全を管理する者 

・学習支援員：特別な知識や経験等を活用し、協働活動リーダーでは行うことのできない学習支援を実施する者  

   ・特別支援・共生社会サポーター：特別な配慮を要する子供たちを対象として活動プログラムをサポートする者  

   ② 学校の働き方を踏まえた活動（登下校に関する対応、地域ボランティアとの連絡調整、部活動の補助等） 

   ③ コミュニティ・スクールの導入・充実に向けた取組み 

 

⑵ 県事業（①②は厚生部と連携した「新・放課後子ども総合プラン推進事業」として実施） 

① 推進委員会の設置（行政、学校、福祉や社会教育の関係者、有識者等で構成） 

② 指導者等研修会の開催（放課後児童指導員等を含む） 

 ③ 県立学校における地域学校協働活動推進事業 

  ④ 県立学校におけるコミュニティ・スクールの導入・充実に向けた取組み 

 

４ 事業の実施数 県内 157 校 ※富山市（中核市）を除く 

（小学校 106 校、義務教育学校４校、中学校 47 校） 

13 市町村教室 165 教室（放 88 教室、土 63 教室、中 14 教室）で実施 

 

 

・スポーツ活動  
・木工作、手芸  
・奉仕活動  

      等  

体験の場 学びの場 

・囲碁、将棋  
・地域めぐり  
・地域の伝統行事  

 等  

交流の場 

連絡調整 

・読書、読み聞かせ  ・合唱、器楽演奏  
・予習、復習、学習支援  ・英会話  ・郷土学習  
・伝統文化の習得  ・自然観察、栽培  ・ ICT 活用  
・自主学習、学習習慣の確立、基礎学力の定着等  

協働活動リーダー、協働活動サポーター、学習支援員、特別支援・共生社会サポーター 

学校、公民館等 

高岡市 27、射水市 25、魚津市 17、氷見市 13、滑川市 9、黒部市 9、砺波市 9、小矢部市 14、 

南砺市 15、舟橋村 2、上市町 16、立山町 8、朝日町 1 

地域学校協働活動推進員 

地域コーディネーター 
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放課後子ども教室 
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１ 小学校区数       ２０校区 

  義務教育学校区      １校区 

 

２ 教室実施小学校区数   １２校区 

  義務教育学校区      １校区 

 

３ 教室数         １３教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供    １，１４３名 

・地域コーディネーター   ８名 

  ・協働活動サポーター   ５８名 

  ・学習支援員        ０名 

 

５ 教室の委託団体数     ０団体 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   学校関係、ＰＴＡ、児童福祉関係 

青少年育成団体関係 

・協議内容 

   実績報告、実施計画、情報交換           

   

７ 主な活動内容 

・スポーツ（タグラグビー、ヨガ等）        

・伝統芸能(詩吟、能楽、筝等)           

・伝統工芸（しめ縄、陶芸、紙すき）        

・工作、料理、囲碁・将棋、茶道等         

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月３回程度 

         午前１０時３０分～１２時 

○ 場  所      川原公民館 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ５名程度 

○ 活動内容 

  能楽教室として、仕舞、舞囃子といった伝統芸術に 

親しみ、発表する機会をもつ。短時間でも集中してお稽古に励んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

高 岡 市 

＜成果＞ 

・放課後の子供の活動の場として定着してきている。 

・少人数でも熱心に取り組む姿勢が、他によい影響を及ぼしている。 
＜課題＞ 

・指導者の減少や高齢化によって、校区ごとの活動内容や活動頻度に差がある。 
・学校の統廃合の後、以前のような地域密着型の活動が困難となるほか、活動場所や活動

の対象が限定されてしまう場合がある。 

高岡西部小学校区放課後子ども教室 

 

能楽教室の様子 

 

■ 指導者の声 

 ・当初、能楽は難しいという先入観があったかと思うが、子供たちは一生懸命練習し、舞

台ではとても上手に発表した。指導者にとっても大変楽しみな時間だった。 

・子供たちの覚える能力には大人にはない素晴らしい感性を感じる。室町時代からの古典

伝統芸能文化を絶やさぬよう、後継者を育てていくことも大事だと考える。子供たちが

真剣にお稽古している姿に、将来への明るい希望を感じながら指導にあたっている。 
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１ 小学校区数        ５校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ２校区 

 

３ 教室数          ２教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       ５０名 

・地域コーディネーター   ４名 

  ・協働活動サポーター    ６名 

 

５ 教室の委託団体数     １団体 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員団体名 

小中学校校長会、民生委員児童委員協

議会、市ＰＴＡ連合会、放課後児童ク

ラブ支援員、地域コーディネーター 

・協議内容 

   実績報告、実施計画、情報交換 

 

７ 主な活動内容 

  ・お茶 

  ・スポーツ 

  ・工作 等 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

〇 日  時   年間１５回 
         午後２時５０分～４時３０分 

〇 場  所   片貝コミュニティセンター 
〇 対象学年   小１～小６年生 
〇 参加人数   １６名程度 

〇 活動内容    
  清流小学校の片貝地区の子供を対象に、月曜日の放課後月１,２回程度活動しています。クッ

キングや工作、スポーツ、茶道等様々な内容で子供たちが色々な体験をできるよう、また季節

のイベント等も取り入れながら飽きずに楽しめるよう工夫して活動しています。 

魚 津 市 

＜成果＞ 

・子供たちに楽しく活動できる放課後の居場所を提供している。 
・子供たちと地域住民との交流の場になっている。 

＜課題＞ 

・小学校にて放課後児童クラブとの一体型の教室を実施している。学校や放課後児童

クラブとの連携・情報交換に努め、安全に十分留意して活動したい。 
・指導者の高齢化、後継者不足が進んでいる。 

夏休み中のスポーツ教室の様子 

 

片貝放課後子ども教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

(子供) 

・いろいろな工作やお菓子作りをするのが楽しい。 

・体育ではやらないスポーツも教えてもらえるのがおもしろい。 

(保護者) 

・平日の放課後に子供たちに色々な活動をさせてもらえるのでありがたい。 

・学年を超えた交流の場にもなっていて楽しそうに通っている。 
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１ 小学校・義務教育学校区数 １０校区 

 

２ 教室実施小学校区数     ２校区 

 

３ 教室数           ４教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       １１８名 

・地域学校協働活動推進員   ４名 

  ・協働活動支援員       ４名 

  ・協働活動サポーター     ４名 

 

５ 教室の委託団体数      ０団体 

６ 運営委員会の開催方法 

・社会教育委員会議に兼ねて実施 

   （行政関係、学校関係、ＰＴＡ、 

社会教育経験者、学識経験者等） 

・協議内容 

 各教室の事業内容について報告し意見 

をもらう。  

 

７ 主な活動内容 

  ・英会話 

  ・書道 

  ・算数学習 

  ・学習支援 

 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      毎週火曜日・水曜日 

         午後３時～６時 

○ 場  所      窪公民館 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ４２名 

○ 活動内容 

   書の上達を目指し、作品展に出品することを目標にして、書道に熱心に取り組んでいる。継

続的に通う子供も多く、年を重ねるごとに力をつけている。 

 

 

 

 

 

 

氷 見 市 

＜成果＞ 
・児童数の減少もあるが、スタッフの熱意により継続して取り組んでもらっている。 

＜課題＞ 

・指導員の継続的な確保が課題である。 
 

窪 書道教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供）  

・先生がお手本をくださるので、ハネやハライも上手にできるようになりました。 

（保護者） 

・ここで書道を学んでいるおかげで、書初め大会で金賞を取ることができ、自信が持てる

ようになりました、感謝しています。 

書道教室の様子 
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１ 小学校区数         ７校区 

２ 教室実施小学校区数     ７校区 

３ 教室数           ８教室 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       ２９９名 

・地域コーディネーター    ９名 

  ・協働活動支援員      ３７名 

  ・協働活動サポーター     １名 

５ 教室の委託団体数      ０団体 

 

 

６ 運営委員会の開催方法 

  ・委員団体名    

学校関係、ＰＴＡ関係、公民館関係 

放課後子ども教室関係 

  ・協議内容 

   実施計画、情報交換 

放課後児童健全育成事業との連携 

７ 主な活動内容 

  ・伝統文化（生花、茶道、マナー） 

  ・スポーツ（卓球、スポーツ全般） 

・学習（調べ学習）

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月曜日もしくは金曜日 夏休みも実施 

○ 場  所      西部小学校・げんきっこ農園 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ２６５名程度 

○ 活動内容    

スポーツ、茶道、農園、ドキドキアート、プログラミング、 

日舞、能楽教室の８教室を実施。伝統文化・芸能や伝承玩具作りの 

教室やプログラミングやアートといった現代らしい教室等、多岐にわたった教室がある。 

農園教室は準備から収穫・食育まで児童が指導者や保護者と一緒に携わり体験している。 

茶道・日舞・能楽教室は最終日に発表会をし、保護者や先生方にも練習の成果を見ていただく。 

各教室で目標をもち、友達との関係を深めながら活動している。 

                                            

 

 

 

 

滑 川 市 

＜成果＞ 

・全学校区で実施しており、子供たちの放課後の活動の場として定着している。 

・学年を越えて交流する機会となっており、上学年が下学年の児童に教える様子も見られる。 

＜課題＞ 

・コーディネーターや指導者の後継者の育成 

西部っ子かがやき教室 

 

■ 子供の感想 

（ドキドキアート） 工夫して思ったような可愛いものができたので嬉しかった。おうちの

人にかわいいねーと言ってもらった。 

（スポーツ）学年の違う友達とフリースビード等できて楽しい。 

（茶道）  お茶を点てるのが上手になった。美味しい。 

（手作り） わかりやすく教えてもらって、作ったあと遊べて楽しい 

（プログラミング） 難しくなくて楽しい。 

（日舞） 発表会で可愛いお着物を着て扇子を持って踊ったのが楽しかった。大変な時もあ

ったけれど何回も練習して友達と一緒だったから上手になった 

（能楽） 謡いの発表は緊張したけれど、練習楽しかったし、またやりたい。 

（農園） 育てた野菜を収穫して食べた。おいしかった‼ 

ドキドキアートの様子 
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１ 小学校区数        ９校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ９校区 

 

３ 教室数          ９教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供      １３３名 

・地域コーディネーター   １名 

  ・協働活動リーダー   １３５名 

 

５ 教室の委託団体数     １団体 

６ 運営委員会の開催方法 

  ・委員の関係団体等 

   （行政関係、学校関係等） 

  ・協議内容 

   （実施計画、情報交換、安全対策等） 

 

７ 主な活動内容 

  ・伝統芸能体験（茶道、祭囃子） 

  ・料理教室（パン、デザート作り） 

・工作教室（クラフト、絵手紙） 

  ・スポーツ教室（モルック、軽運動） 

 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      平日放課後、夏休み、冬休み等 

○ 場  所      若栗公民館、若栗小学校体育館 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ２５名程度 

○ 活動内容 

   音楽遊び、工作、運動、料理などの教室が行われている。 

ブレイクダンスのような新しい教室を取り入れたり、工作教室

に読み聞かせや防犯教室の要素を加えたりして、多くの子供が興味を持ち様々な体験活動がで

きるように地域の指導者が創意工夫されている。 

 

黒 部 市 

 

＜成果＞ 

・全校区で実施しており、毎回教室の内容を工夫され、子供たちが地域の人とふれあい、豊か
な体験をする機会となっている。また、校区ごとで活動内容に特色があり、地域文化の継承

にもつながっている。 
＜課題＞ 

・時期や内容によって、参加者が集まらないことがある。また指導者の確保についても苦慮し

ている。 
・夏季の活動は熱中症対策が必要であり、活動内容や場所が限られてしまう。 

 

若栗放課後子ども教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・工作や絵を描くことが好きなので、教室では色々な工作ができて楽しい。 

・友達と一緒に楽しく協力しながら活動できるところがよい。           

（保護者） 

・友達、地域の方と楽しい時間を過ごし、参加後はいつも満足気に教室の様子を話してくれ

る。 

・もの作りや体験等、普段子供ができない経験をさせてもらえる。 

・地域の方との交流ができることで登下校の安全にもつながっていると思う。 

           

「正月飾りを作ろう!」説明を聞く児童 
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１ 小学校区数        ８校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ４校区 

 

３ 教室数          ５教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供      ４７３名 

・地域コーディネーター   ５名 

  ・協働活動サポーター   ４２名 

  ・学習支援員       ３３名 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   公民館関係、学校関係、ＰＴＡ関係、 

   放課後子ども教室・児童クラブ関係 

・協議内容 

   教室運営状況報告、教室現地視察 

   

７ 主な活動内容 

・学習支援（自主学習の補助）           

・地域交流活動                

・軽スポーツ等              

５ 教室の委託団体数     ５団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ４月～３月 

○ 場  所      五鹿屋公民館 他 

○ 対象学年   未就学児～小６年生 

○ 参加人数      ３０名程度 

○ 活動内容 

   週末、夏・冬休みを利用して、地域の方の指導や協力のもと、 

 工作や簡単な料理、野菜作り等の体験学習、地域の伝統行事 

夜高の制作、地区のシンボルツリーであるイロハカエデの回り 

の草むしり等、様々な活動を行っている。 

 

 

 

 

 

砺 波 市 

＜成果＞ 

・教室は子供たちにとっての学びの場となっており、また、放課後の安心・安全な居場所
としても機能している。 

・異学年同士や指導者、地域の方等、幅広い世代での交流につながっている。 

＜課題＞ 
・教室の活動において中心的な役割を担う地域コーディネーターに負担が集中している。 
・指導者の高齢化、新しい人材の確保。 

五鹿屋放課後子ども教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・いろいろな活動を体験し、知らないことを教えてもらいながら、友達と一緒にできたこ

とがよかったです。 

（保護者） 

・様々な活動を通し、地域の方々との交流ができ、親子で一緒に参加し楽しむことができ

てよかったです。地域の様子がわかり、親同士の繋がりを作ることができるよい機会だ

と思いました。 

除草奉仕活動の様子 
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１ 小学校区数         ５校区 

 

２ 教室実施小学校区数     ５校区 

 

３ 教室数           ９教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       ４２２名 

・地域コーディネーター    ９名 

  ・協働活動サポーター    １９名 

  ・学習支援員          ０名 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   学校関係、学校保育関係、ＰＴＡ等 

・協議内容 

実施計画 

     

７ 主な活動内容 

・ホタル観察会、川の調査会 

・巨大シャボン玉、野菜づくり           

・ホッケー、ソフトテニス、ゴルフ 

・柔道、課題学習、創作活動            

 

５ 教室の委託団体数      ２団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ６月～３月  

         各学校８回 

         （曜日と時間は学校ごとに異なる） 

○ 場  所      市内小学校体育館  

○ 対象学年   小学１年生～６年生 

○ 参加人数      各３０名程度 

○ 活動内容 

   各小学校を巡回し皆で楽しめる運動あそびを指導している。おにごっこ、ドッジボール、ユ

ニホック、ニュースポーツ等、たくさん体験できるよう取り組んでいる。また、自由に遊べる

用具が充実しているので、時間いっぱい安全に運動遊びをしている。                  

                                            

 

 

 

 

 

小 矢 部 市 

＜成果＞ 

・スポーツや自然、化学等の様々な体験活動が、子供たちの放課後をより充実したものに
している。 

＜課題＞ 

・指導者の不足。 
・子供たちの個性に応じた対応が難しい。 

放課後出前教室 

 

※写真はこちらへ 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・体育館でいろいろな楽しい用具を使って遊べるのでうれしい。 

（保護者） 

・平日はあまり身体を動かす機会がないので、この教室では放課後の時間に楽しくいろい

ろな運動ができるのでよい取組みだと思う。 

放課後出前教室 活動の様子 
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１ 小学校区数         ９校区 

  （義務教育学校区２校区を含む）  

 

２ 教室実施小学校区数     ７校区 

 

３ 教室数           ７教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       １２０名 

・地域コーディネーター    ７名 

  ・協働活動サポーター    ２５名 

  ・学習支援員         ２名 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   行政関係、児童クラブ関係 

・協議内容 

   実施報告、各事業間との連携、情報交換 

   

７ 主な活動内容 

・スポーツ（タグラグビー、軽スポーツ、    

レクリエーション等） 

  ・学習支援（自主学習の補助） 

・工作 

  ・茶道

 

５ 教室の委託団体数      ７団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月曜日 年間１５回 

         午後４時３０分～５時３０分 

○ 場  所      城南屋内グラウンドアリーナ他 

○ 対象学年   小１～小３年生 

○ 参加人数      ４名程度 

○ 活動内容 

   基本的なスポーツ及び運動あそびを中心に活動している。また、ハロウィンやクリスマス等、

季節行事に合わせた文化活動を行っている。合わせて保護者への感謝の手紙作りを活動に取り

入れ、マナー意識の育成につなげている。 

 

 

 

 

南 砺 市 

＜成果＞ 
・一緒に活動することで、苦手なことにも挑戦してみようという姿や、互いに協力する姿

が見られ、子供たちの成長を感じることができた。 

・子供たちに地域の文化を伝えることができた。 
＜課題＞ 

・人数や時間の制限の中で活動内容に悩んでいる教室もある。 

・指導者の高齢化と後継者の育成 
・新規登録児童の獲得 

マナーキッズ sports 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・毎回の活動が楽しい。 

（保護者） 

・子供にとって大変貴重な時間になった。毎回喜んで行っていた。 

 

「Joy まつり展示作品作り」の様子 

様子 
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１ 小学校区数       １４校区 

 

２ 教室実施小学校区数   １４校区 

 

３ 教室数         １９教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供      ７９１名 

・地域コーディネーター   ３名 

  ・協働活動サポーター  １９３名 

  ・学習支援員       １２名 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   学校関係、放課後児童クラブ関係 等 

・協議内容 

   実施計画、実績報告、情報交換 等 

   

７ 主な活動内容 

・学習（国語、算数等）              

・スポーツ 

（バドミントン、パークゴルフ等） 

・伝統芸能（曳山囃子）              

・工作                

５ 教室の委託団体数     ０団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ６月～２月 年間２３回 

         午後３時２５分～４時２５分 

○ 場  所      新湊放生津小学校 

○ 対象学年   小３～小６年生 

○ 参加人数      ２６名 

○ 活動内容 

  曳山祭りのお囃子の継承に取り組んでいる。横笛、太鼓、 

鉦といった祭りの楽器に触れ、楽しみながら練習に励んでいる。                    

 

 

 

 

射 水 市 

＜成果＞ 

・全小学校区で実施しており、多くの児童が異学年との交流や地域の方との触れ合いによ
り、放課後を豊かに過ごすことができている。 

 ・年に数回、様々な団体の方にゲストティーチャーとしてサークルへ参加していただくこ

とで、活動内容の充実や関係者の増加を図っている。 
＜課題＞ 

・準備や安全な運営のため、指導者の負担が大きいサークルがある。 

・指導者の高齢化が進むと同時に、指導者不足が懸念される。 

新湊放生津教室 まっつんサークル 

 

■ 子供の感想 

・お祭りが大好きだから楽しい。 

・楽しみながら練習を頑張っている。 

練習の様子 
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１ 小学校区数        １校区 

 

２ 教室実施小学校区数    １校区 

 

３ 教室数          ２教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       ８３名 

・地域学校協働活動推進員  １名 

  ・協働活動サポーター    ７名 

  ・学習支援員       １４名 

 

５ 教室の委託団体数     １団体 

 

 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   地域学校協働活動本部（テトラ） 

食生活改善推進員、学校関係、行政

関係、児童福祉関係、公民館関係 等 

・協議内容 

   実施計画、報告、情報交換 

   

７ 主な活動内容 

・スポーツ活動（鉄棒、うんてい、 

風船バレー等） 

・体験活動（クッキング、工作等） 

・季節行事にちなんだ活動（ハロウィ

ン、クリスマス会、夏祭り等） 

・学習教室（学習支援） 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月３～４回 

         午後２時１０分～午後３時１０分 

○ 場  所      舟橋会館、舟橋小学校体育館、役場ホール 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ３０名程度 

 

○ 活動内容 

   地域の方の指導や協力を得ながら、スポーツ活動、クッキング、工作、村内散策等の体験活

動を行っている。また、外部講師指導による、フラワーアレンジメントや木工教室も行ってい

る。 

 

 

 

 

 

舟 橋 村 

＜成果＞ 

・子供と地域の方との交流が生まれ、子供の活動への関心を高めることができた。 
＜課題＞ 

・協働活動サポーター等の人材の確保。 

 ・多様な子供たちへの対応が大変である。 

舟橋子どもかがやき教室 

 

■ 子供の感想 

・いろいろな活動ができて楽しかった。 

 ・友達が増え、仲よく活動できた。 

 

キンボール体験の様子 
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１ 小学校区数        ６校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ６校区 

 

３ 教室数          ８教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

 ・登録の子供       ２０７名 

・地域コーディネーター    ４名 

 ・学習支援員         ３名 

 ・協働活動サポーター    １４名 

 

６ 運営委員会の開催方法 

 ・委員団体名 

   行政関係、学校関係、児童福祉関係 

   ＰＴＡ、公民館関係 等 

 ・協議内容 

   活動報告、実施計画、情報交換 等 

 

７ 主な活動内容 

 ・学習（宿題、自主学習等） 

 ・スポーツ（ドッジボール、バドミントン

等） 

  ・器楽演奏（ブラスバンド）

５ 教室の委託団体数     ３団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月曜日～金曜日  

午後２時３０分～６時 

長期休暇中も開催 

○ 場  所      陽南小学校ミーティングルーム及び体育館 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ２０名程度 

○ 活動内容 

宿題、トランプ、将棋、塗り絵、折り紙、読書、 

バドミントン、ドッジボール 等 

上 市 町 

＜成果＞ 

・放課後の子供の活動場所の一つとして定着している。 
・地域の方々とのふれあいや異学年交流の場となっている。 

＜課題＞ 

・新しい指導者の確保が難しく、今後の事業継続に不安がある。 

・参加する子供たちの数が日によって増減する。 

元気ッズ陽南教室 

 

■ 子供の感想 

・友達となかよくなれた。 

・活動が楽しかった。 

元気ッズ陽南教室の様子 
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１ 小学校区数        ６校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ６校区 

 

３ 教室数          ６教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供     約１８４名 

・地域コーディネーター   １名 

  ・協働活動サポーター   ３６名 

 

５ 教室の委託団体数     １団体 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

行政関係、学校関係、学童保育関係 

公民館関係 

・協議内容 

   実施計画、実施状況の評価、情報交換 

   

７ 主な活動内容 

・学習教室（宿題、ドリル等）           

・読書                

・運動（ドッジボール、おにごっこ等）        

                

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      月曜日～金曜日  

         学校終了～午後６時  

○ 場  所      ランチルーム、音楽室、体育館  

○ 対象学年   小１～小３年生 

○ 参加人数      ２５名程度 

○ 活動内容    

地域の方の協力を得て、宿題、ドリル等の学習を行っている。 

宿題や学習を終えた後は、読書や工作、体育館ではドッジボール等をして過ごしている。 

 

 

 

 

 

立 山 町 

＜成果＞ 

・放課後の子供の居場所の一つとして定着している。 

・異学年交流により、協調性や連帯感が高まる。 
＜課題＞ 

・放課後子ども教室の活動を支える人材が不足している。 
・子供の内面が多様化（複雑化）しており、指導者の負担が増加傾向にある。 

立山かがやき教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・教室のスタッフとたくさん工作できて楽しかった。 

（保護者） 

・学校や家では見れない姿が見られるのがうれしい。 

宿題後の活動の様子 
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土曜教室 
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１ 小学校区数       ２０校区 

  義務教育学校区      １校区 

 

２ 教室実施小学校区数   １５校区 

 

３ 教室数         １５教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供    １，９７７名 

・地域コーディネーター  １３名 

  ・協働活動サポーター   ６８名 

  ・学習支援員        ０名 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員の構成 

   学校関係、ＰＴＡ、児童福祉関係 

青少年育成団体関係 

・協議内容 

   実績報告、実施計画、情報交換 

   

７ 主な活動内容 

・スポーツ（カローリング等）           

・郷土行事の体験（花祭り、かかし製

作、かるた等） 

・工作、料理、詩吟等 

５ 教室の委託団体数     ０団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ６月～１１月（年間７回） 

         午前９時～１２時 

○ 場  所      成美小学校体育館 他 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      毎回５０名程度 

○ 活動内容 

   体育館での運動あそびやリズム体操、小物づくり教室や施設での体験活動等の活動を行った。

活動は親子のよいふれあいの場となった。また、他の家族と交流を深める機会にもなった。        

 

 

 

 

 

 

 

 

高 岡 市 

＜成果＞ 

・学年活動を楽しみにしている子供が多い。また親子、家族のふれあいの場となっている。 
・地域の施設や行事を活用することで、地域への愛着や誇りを醸成することができる。 
・体を動かす喜びや地域の伝統や文化に触れることを体験することができる。 

＜課題＞ 

・小学生もスポーツ少年団の活動や習い事の日程と重なって、思うように参加できないこ
とがある。 

・高齢の地域人材を依頼すると、高齢化を理由に断られる例がある。 

・学校統合等の事情で、地元の公民館等の協力が得られにくいことがある。 

成美小学校区土曜学習 
 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・みんなでスポーツをするのが楽しかった。またやってみたい。 

・リズムに合わせて体を動かすのが面白かった。家族や友達、みんな笑顔で活動できた。 

（保護者） 

・講師の先生がわかりやすく説明してくださったおかげで、参加者全員が楽しめる活動と

なっていた。準備等大変な面もあったが、親子でふれあいながら充実した活動を行うこ

とができた。 

体育館での様子 
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１ 小学校区数       ５校区         

 

２ 教室実施小学校区数   ５校区 

 

３ 教室数        １３教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供     ２８４名 

  ・協働活動支援員    ５０名 

・協働活動サポーター １１４名 

 

５ 教室の委託団体数    １団体 

 

 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・委員団体名 

小中学校校長会、民生委員児童委員

協議会、市ＰＴＡ連合会、放課後児

童クラブ支援員、地域コーディネー

ター 

・協議内容 

   実績報告、実施計画、情報交換 

 

７ 主な活動内容 

  ・クッキング（料理・お菓子作り） 

  ・スポーツ（バドミントン・テニス等） 

  ・ものづくり（手芸・工作） 

  ・郷土芸能（蝶六）等

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

〇 日  時   年２８回 土曜日  

午前８時～、午後１時３０分～ 

〇 場  所   大町コミュニティセンター 

〇 対象学年   小１～中３年生 

〇 参加人数   ３３名 

〇 活動内容 

お茶・釣り・クッキング・将棋（将棋のみ村木地区合同）の４教室を開催。 

お茶サークルでは、コロナ禍で中止していた慰問茶会を久しぶりに再開し、地域の高齢者サ

ロンを訪問。地域に出ていろいろな人の関わりを持つことで良い交流の機会となっている。 

中学生がいくつかのサークルに小学校卒業後も引き続き参加している。 

 

 

大町土曜教室 

魚 津 市 

＜成果＞ 

・郷土芸能（蝶六）等、子供たちが多様な体験ができる場を提供できている。 
・子供と保護者、地域住民との交流の場となっている。 

＜課題＞ 

・指導者の高齢化、後継者不足が進んでいる。 
・一部の地区で参加児童の確保が困難になっている。 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・友達といろいろな活動を一緒にできて楽しかった。 

・変な魚が釣れて面白かった。 

・お菓子作りが楽しかった。 

（保護者） 

 ・毎回参加することをとても楽しみにしているのでこれからも続けてほしい。 

 ・クッキングサークルで習ったお菓子を家でも作ってくれて、家族で美味しく食べた。 

 ・土曜日を有効に過ごすことが出来るのでとても良い活動だと思う 

お茶サークルの様子 
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１ 小学校・義務教育学校区数 １０校区 

 

２ 教室実施小学校区数     ２校区 

 

３ 教室数           ４教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供        ８１名 

・地域学校協働活動推進員   ４名 

  ・協働活動支援員       ４名 

  ・協働活動サポーター     ４名 

 

５ 教室の委託団体数      ０団体 

６ 運営委員会の開催方法 

・社会教育委員会議に兼ねて実施 

   （行政関係、学校関係、ＰＴＡ 

社会教育経験者、学識経験者等） 

・協議内容 

 各教室の事業内容について報告し意見 

をもらう。  

   

７ 主な活動内容 

  ・学習支援教室 

  ・様々な体験教室 

  ・絵画教室 

  ・書道教室 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      隔週土曜日 

         午後２時～４時 

○ 場  所      氷見市造形芸術センター 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ２５名程度 

○ 活動内容 

   絵画や立体作品、版画等の様々な作品づくりに挑戦し、展覧会への出品を積極的に行うなど、

意欲的に取り組んでいる 

  

   

 

 

 

 

氷 見 市 

＜成果＞ 
・児童数の減少もあるが、スタッフの熱意により継続して取り組んでもらっている。 

＜課題＞ 

・指導員の継続的な確保が課題である。 

土曜美術教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・版画の全国大会で賞をもらい、本に掲載されてうれしかった。 

（保護者） 

・継続して参加させていただき、アドバイスも生かしてとても上達しました。 

美術教室で絵画を学ぶ児童 

20



 

 

 

 
１ 小学校区数         ７校区 

 

２ 教室実施小学校区数     ７校区 

 

３ 教室数           １教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       １５１名 

・地域学校協働活動推進員   １名 

  ・協働活動支援員      １２名 

  ・協働活動サポーター    １１名 

 

５ 教室の委託団体数      ０団体 

 

 

６ 運営委員会の開催方法 

・放課後子どもプランと同時開催 

   （行政関係、学校関係、ＰＴＡ 

社会教育経験者、学識経験者等） 

・協議内容 

 各教室の事業内容について報告し意見 

をもらう。  

   

７ 主な活動内容 

  ・農園体験教室（苗植えから収穫まで） 

  ・アートデザイン教室（書道・絵画等） 

  ・スポーツ体験教室（卓球・バスケ等） 

  ・クッキング教室（料理、お菓子作り

等） 他 ４教室 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ６月～２月の第４土曜日 

○ 場  所      滑川市児童館 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ２１名程度 

○ 活動内容    

児童館では土曜の子供の居場所づくりとして８つの「土曜子 

ども教室」を開催している。「手芸教室」では、布やビーズ、毛 

糸などを使った季節の飾りやアクセサリーづくり、染色体験を 

行っている。お互い教え合いながら細かな作業を集中して行い、楽しく活動しながら、創造力

や表現力を育んでいる。講師は、今年度指導 21 年目で、卒業した子供の中にはボランティアと

して参加する者もおり、ボランティア精神を育む場にもなっている。 

滑 川 市 

＜成果＞ 

・定員を超える参加申し込みがあり、土曜日の子供の居場所を提供できている。 

・８種類の教室があり、子供の興味のあることの挑戦の幅が広げられる。 

・地域の方の力を借りて、教室の運営ができている。 

＜課題＞ 

・毎年継続して参加している子供（主に高学年）への指導と、初めての子供（主に低学年）

への指導の両立が難しい。 

・一斉活動の中で、個々の子供のその時の気持ちに寄り添った支援を行うことが難しい。 

 

土曜子ども教室（手芸教室） 

 

■ 子供の感想 

・いろいろなものをつくれて嬉しい。 

・押絵等、いろんなことをやりたい。 

■ 保護者の感想 

・家でなかなか材料をそろえるのが難しいので嬉しい。 

・つくったものを通して子供との会話が増えた。 

手芸教室の様子 
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１ 小学校区数        ８校区 

 

２ 教室実施小学校区数    ８校区 

 

３ 教室数          ３教室 

 

４ 登録の子供・指導者の数 

  ・登録の子供       ２２名 

・地域コーディネーター   ２名 

  ・協働活動サポーター    ３名 

  ・学習支援員        ５名 

６ 運営委員会の開催方法 

・放課後子ども総合プラン運営委員会

と同時開催 

 

７ 主な活動内容 

  ・学習支援（自主学習の補助） 

  ・体験活動（農業体験、パンづくり等） 

  ・茶道教室            

  ・囲碁、将棋教室 

  ・工作教室

 

５ 教室の委託団体数     ２団体 

 

８ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の概要 

○ 日  時      ４月～１２月 第２土曜日 

         午前９時３０分～１１時３０分 

○ 場  所      庄川生涯学習センター 

○ 対象学年   小１～小６年生 

○ 参加人数      ６名程度 

○ 活動内容 

   茶道においての座り方、お辞儀の仕方、お茶の頂き方等を習い、帛紗の扱い方や割り稽古、 

 お茶のたて方、盆略点前を習得し、お茶会を体験する。                        

 

 

 

 

 

砺 波 市 

＜成果＞ 

・土曜日に家に一人でいる子供たちにとって、安心できる居場所となっている。 
・地域の方との交流の場となっている。 

＜課題＞ 

・子供たちが他の習い事やスポーツ少年団等と日程が重なるなどして、人数が集まらない。 

庄川土曜教室 

 

■ 子供や保護者の感想 

（子供） 

・最初はお茶が苦くて中々飲めなかったが、今は飲めるようになって楽しくなった。 

・６年間練習してきてお点前ができるようになり嬉しい。 

（保護者） 

・人前で立派にお点前をする姿に感動した。 

・友達と協力しながらお茶会を頑張っていた姿に成長を感じた。 

お茶会の様子 
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